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1.テーマ研究とその背景
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生成AI技術は、私たちの生活やビジネスに大きな変革をもたらしている。
ITコーディネータにとっても、この技術を理解し、適切に活用することは、
顧客のDXを支援するうえで不可欠なスキルとなりつつある。

前回はプロンプト、RAGの支援までを検討した。
本年度はAIを活用したアプリ開発を自ら実践することでITコーディネータの
資質と知見をたかめる研究を実施する。

AIによるアプリ開発にチャレンジ

背 景

木村



2.テーマ研究の目的
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本研究では、生成AIを利活用したアプリ開発を実践することで、アプリ
開発の成功・失敗要因を明らかにする。

これにより、ITコーディネータが、顧客に対してより実践的かつ効果的な
提案を行えるようにする。

木村

目 的



2.テーマ研究の目的

● 研究テーマを通してITコーディネータのAI導入支援力向上に貢献

● 「AIアプリ開発の実例」を示す

● 開発アプリで作成する報告書はITコーディネータの活動で

実用できるレベルをめざす

1.生成AIを用いたアプリ開発の過程を見える化

2.開発するアプリはそれ自体が生成AIを活用する仕様

5

木村



3. AIアプリ開発の要件定義
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⚫ 成果物は「報告書を制作するAIアプリ」
⚫ 要件定義をGemini 2.5を用いて作成

2025年9月~ AIを用いて開発するアプリの要件定義を作成

https://gemini.google.com/share/8ea21174f27e

加瀬

https://gemini.google.com/share/8ea21174f27e


3. AIアプリ開発の要件定義
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はじめに記載したプロンプト
「報告書テンプレートの要件定義を
記載してください」

AIが要件定義を生成

要件定義

加瀬



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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加瀬

AIが要件定義を「評価」
要件定義

AI連携が開発の鍵



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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非機能要件の提案
機能要件の補足の提示

非機能要件：「使いやすさ」

非機能要件までAIが提示

加瀬



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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生成される報告書テンプレート

AIによる「骨子」の作成

加瀬



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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Gemini にプロンプトを投入して開発を開始

https://gemini.google.com/share/8ea21174f27e

報告書アプリを開発したい！

加瀬

https://gemini.google.com/share/8ea21174f27e


4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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AI開発では会話形式でのプロンプト・コミュニケーションで開発を進められる

加瀬

会話（プロンプト）による進行



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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AIによるコード生成

加瀬

AIによるコード進行
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動画による開発状況



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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gemini生成Aiアプリ動作

鈴木

gemini生成Aiアプリ動作

http://www.youtube.com/watch?v=E65U2ZL4olg
https://www.youtube.com/watch?v=E65U2ZL4olg
https://www.youtube.com/watch?v=E65U2ZL4olg
https://www.youtube.com/watch?v=E65U2ZL4olg
https://www.youtube.com/watch?v=E65U2ZL4olg
https://www.youtube.com/watch?v=E65U2ZL4olg


4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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AIアプリ開発のサイクルイメージ

要件定義を基にアプリ開発を開始

⚫ プロンプトによる開発指示
⚫ AIによるコード生成
⚫ コミュニケーション形式による
⚫ プロンプトとブラッシュアップ プロンプト

修正
AIがコード

生成

鈴木

プロンプト
記載



4.要件定義に基づくAI内でのアプリ開発
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プロンプトを意識せずにわからないことを素直に質問する

「アプリを開発したいです」

鈴木

はじめのプロンプト



5.開発したアプリのデプロイの課題
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実装フェーズ（ディプロイ）への移行が課題

● 2025年10月
AI環境（Gemini2.5）を用いた報告書テンプレート
AIアプリの生成は可能であることがほぼ判明

● 2025年10月以降
AI環境以外でのアプリケーション実装（デプロイ）に課題

鈴木



5.開発したアプリのデプロイの課題
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AI環境 実装環境

実装フェーズ（ディプロイ）への移行はAIの指示どおりに進まない

鈴木

実装環境でのAI連携



5.開発したアプリのデプロイの課題
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「報告書テンプレートAIアプリ」の概念図を生成AIで作成し
実装に必要な要素を整理

実装したデプロイ図

フロントエンド

HTML CSS

クラウドベース

認証

セキュリティ

ホスティング

AI 処理

鈴木



5.開発したアプリのデプロイの課題
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生成AIとのコミュニケーション

プロンプト

コード抽出

実装

レビュー

鈴木



5.開発したアプリのデプロイの課題
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デプロイの実施画面

鈴木



6. AIアプリのデプロイ方法
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https://expertreportapp.web.app/

鈴木

https://expertreportapp.web.app/


6. AIアプリのデプロイ方法

24

https://expertreportapp.web.app/

鈴木

https://expertreportapp.web.app/


7.支援活動におけるAI活用で知っておくべきポイント
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7.1 今回のテーマ研究にて分かったアプリ開発でのポイント

IT開発プロセス（出典：ITCPGL4.0） 生成AIの活用

○要件定義の深化
専門知識が不足している領域や不明確な点についてAIに対して率直
に質問を投げかけることで、的確な回答や新たな視点を引き出すことが
できる

コンテキストの過学習
プロンプトによる指示を繰り返すことで精度は向上する反面、AIの回答
視野が狭まり、大局的な視点や代替案が欠落する傾向あり

○実装速度の革新
コード生成においてAIは極めて高いパフォーマンスを発揮し、開発時間
を劇的に短縮できる

AI指示の限界と失敗リスク
AIが提示する設計や手順は論理的に正しくとも、プロジェクト固有の制
約や環境要因を考慮していない場合あり



7.支援活動におけるAI活用で知っておくべきポイント
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7.2 業務アプリ開発におけるAI活用トレンド

IT開発・導入プロセス（出典：ITCPGL4.0） 生成AIの活用（出所：日経BPムック「生成AIがもたらす開発プロセス革命」）

【設計】
・設計の相談、壁打ち
・開発ドキュメントの生成

【プログラミング】
・コード生成

【テスト】
・試験計画の生成
・テストコードの生成や修復



7.支援活動におけるAI活用で知っておくべきポイント
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7.3 ITCの各プロセスでもAI活用が進む

デジタル経営プロセス全体像（出典：ITCPGL4.0）

生成AI・AIエージェントの活用

1. デジタル経営成長サイクル (C1) での活用
P1 変革・成長プロセス
外部環境の分析予兆検知、アイディア創出（壁打ち）

P2 デジタル経営戦略プロセス
シナリオプランニング、ビジョン・モデルの言語化

2. 価値実現サイクル (C2) での活用
P3 デジタル経営実行計画プロセス
業務プロセスの設計、ソリューション調査

P4 IT開発・導入プロセス
開発の高速化・自動化、ローコード/ノーコード活用

P5 価値提供・運用プロセス
顧客対応の自動化、業務の自律実行

P6 提供価値検証プロセス
フィードバック分析

3. デジタル経営共通基盤 (CB) での活用
CB-2 コミュニケーション
会議の議事録作成、要約、多言語翻訳

CB-5 組織学習
社内専用AIメンター



7.支援活動におけるAI活用で知っておくべきポイント
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7.4 AI活用による（業務アプリ領域における）ビジネスモデルのパラダイムシフト

・SaaSの死
ID課金モデルの崩壊

・SEO（検索エンジン最適化）の死
検索（Search）から、回答（Answer/Synthesis）へ

・ジュニア・タスク（下積み業務）の死
スキルの習得プロセスと人材開発のパラダイムシフト

・UI（ユーザーインターフェース）の死
画面操作からインビジブル（ユーザー操作の必要ない）コンピューティングへ

・受託型エンジニアリングの死
コードが書けること自体の市場価値が急落



7.支援活動におけるAI活用で知っておくべきポイント
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● 学習データに関する注意深い取り扱いの必要性
● 高度なアプリ開発ではなく、日常的な相談相手としてのAI活用

を推奨する。
● 著作権や誤った回答もありえることを認識した上で活用する
● AIの普及により知ったかぶりが通用しなくなる一方で、客観的な

情報収集能力を持つAIの活用により、より質の高いコンサルティ
ングが可能

木村・全員

支援活動での留意点を以下にまとめる



参考
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生成AIプログラム開発時の注意 (１/N)

プログラム開発時の注意事項

０）プログラムの前提となる生成AIの基本ロジックは開発時一番妥当なものを選択すること
１）開発時は開発目的と開発作業時の個々の操作が大きくハズレないように（目的が矮小化しないように）心がける
２）個々の作業時にそれぞれ小さな確認の問題を入れて小さな確認をしながら一歩ずつ進める
３）一段落できたら段落度ごとに段落確認の問題を入れて、段落の動きを確認をする
４）全体が完成したように見えたら十分に様々な問題（ありえない条件も含めて）をいれて正常、異常時の確認も行う。

田島



参考
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生成AIプログラム開発時の注意 (2/N)

生成AI関連の法律、ガイドライン （次頁以降に追加説明）

１）ITC協会としては 生成AI研究会から “中小企業向けAI活用ガイド ～生成AIを中心としたAIの戦略的
導入～”が出ているので参照下さい。

２）基本的には 人工知能関連技術の研究開発及び推進に関する法律（AI法） ２０２５年５月２８日成
立、６月４日公布を原点とします。

３）また、AI事業者ガイドライン（第１．０版） 総務省 経済産業省 ２０２４年４月１９日 にも
AI開発者、AI提供者、AI利用者に関する事項が規定されているのでそれも参照下さい。

４）最近の動きは AIの開発後押し（米国のGAFA等にオサレ気味な日本の業界を盛り返そう）と違反行為
に勧告しやすくするための個人情報保護の一部改正が予定されている。（日経新聞電子版2026/01/8による
と）

田島



参考
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ITC 生成AI研究会から
中小企業向けAI活用ガイド ～生成AIを中心としたAIの戦略的導入～

田島



参考
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人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律
（令和七年法律第五十三号）

第一章 総則（第一条―第十条）
第二章 基本的施策（第十一条―第十七条）
第三章 人工知能基本計画（第十八条）
第四章 人工知能戦略本部（第十九条―第二十八条）

田島



参考
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• 人間中心
• 安全性
• 公平性
• プライバシー保護
• セキュリティ確保
• 透明性
• アカウンタビリティ
• 教育リテラシー
• 構成競争確保
• イノベーション

共通、AI開発者、AI提
供者、AI利用者

田島



参考
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民間のAI開発を後押し、国保有データ活用しやすく、政府が法改正へ

民間による人工知能（AI）の開発を後押しするため、国が保有するデー
タの利用・活用をしやすくする関連法の改正案が判明した。民間企業が
国保有データを活用する際に国が事業計画を認定する制度を創設する。
個人情報保護法の一部も改正し利用制限を緩和する。

政府は23日に召集される通常国会に改正法案を提出する見通しだ。AIの精

度を高めるためには学習データが必要となる。利用できるデータの種類
を拡大し、AI開発を加速させる狙いがある。

国保有データの利活用を希望する民間企業は国の指針に沿った事業計画
を提出する。計画が適切かどうかを、個人情報保護委員会などの行政機

関が協議し、認定する仕組みを整える。国の指針は首相が定める。民間
企業に推奨する重点事業やデータの取り扱いを盛り込む。

個人情報保護については、これまで人種や病歴、犯罪履歴などのデータ
を第三者が利用する場合は本人の同意が必要とされていた。AI開発などを
含む統計作成に使用する場合に限り同意なしで利用可能となる。
データの悪用を防ぐための措置も講じる。16歳未満の個人情報について

は、親権者など法定代理人の許可を得ることを求める。顔の特徴データ
については利用停止をデータ提供者本人が事業者に求めやすくする。

不適切にデータを利用している事業者を確認した場合に個情委などが勧
告しやすくする。個人の利益が侵害された際には違反行為によって得た
のと同等の課徴金をデータ利用者に納付させる。法定刑の引き上げなど
で罰則も強める。

2026/1/8 19:38
日本経済新聞 電子版

田島
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２０２６年２月１０日 テレビ東京 ２２時
（BSテレビ東京 ２３時）WBSの「生成AI基盤モデルランキング」２０２５
年にnoteに投稿された生成AI関連記事を分析してから

１ NotebookLM ＝＞授業には
https://notebooklm.google.com/

２ Qwen ＝＞？？？
https://qwen.ai/home

３ Claud ＝＞製造現場には
https://claude.ai/login

４ ChatGAP

https://chatgpt.com/

５ SUNO ＝＞音楽を作るなら
https://suno.com/home
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https://notebooklm.google.com/
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https://qwen.ai/home



参考

©2026ShojiTajima

https://claude.ai/login



参考

©2026ShojiTajima
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https://suno.com/

https://suno.com/home



8.最後に

42

ITコーディネータは「AI活用支援」案件において

事業者とどのように向き合うか

鈴木
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